
九州地方整備局

平成２８年度
新規事業候補箇所説明資料

一般国道220号
日南・志布志道路

資料３



九州地方整備局

１．対象地域の状況

２．一般国道２２０号日南・志布志道路の概要

３．一般国道２２０号日南・志布志道路の課題と整備効果

４．費用便益分析結果

５．とりまとめ

1



九州地方整備局

１．対象地域の状況
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日南～志布志 延長40.7㎞
都市計画決定済み〔H28.1〕

１．東九州自動車道の概要

対象地域の状況

○東九州自動車道は、福岡県北九州市を起
点として、大分県・宮崎県・鹿児島県鹿児
島市に至る計画延長約436kmの高速自
動車国道である。

○そのうち、宮崎県日南市～鹿児島県志布
志市は、東九州自動車道唯一の未事業
化区間となっている。

○H28.1には、宮崎県日南市～鹿児島県志
布志市約40㎞を都市計画決定。
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■東九州自動車道

計画延長 約436㎞

事業中延長 約 53㎞

開通済延長 約344㎞

平成28年3月1日現在
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ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題

○対象地域(日南市・串間市・志布志市)には、約１１万人が居住しているが、減少傾向にある。
○高齢化率は、３０％を超えており、全国平均、宮崎県平均、鹿児島県平均を大幅に上回っている。

4※数字は人口(H22国勢調査)
資料：各年国勢調査

２．人口・高齢化

■人口の推移

■高齢化率の推移

資料：各年国勢調査

対象地域の状況

減少傾向

増加傾向

宮崎県 鹿児島県 対象地域
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ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題

○対象地域の世帯あたり自動車保有台数は、年々増加しており、全国平均を大きく上回っている。
○通勤通学時における利用交通手段の約８割が自動車に依存し、その依存度は増加傾向である。

■自動車保有台数の推移(一世帯あたり)

資料：自動車保有台数；自動車保有車両数、軽自動車車両数
世帯数；国勢調査

■通勤通学時の利用交通手段の推移

３．自動車保有台数・利用交通手段

対象地域の状況

5資料：各年国勢調査

対象地域(日南市、串間市、志布志市)

宮崎県

鹿児島県

※対象地域：日南市、串間市、志布志市



ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題

○国道220号の交通量は、約5,000台/日～約13,000台/日となっている。
○地域間流動は、日南市を中心とした流動が多く、串間市～志布志市間にも流動がある。
○周辺では、東九州自動車道清武南～日南、志布志～鹿屋串良及び都城志布志道路が事業中。

４．交通状況、周辺事業

対象地域の状況
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資料：道路交通センサス(H17年)

H22道路交通センサス

24時間交通量(台/日)

(日南市・串間市・志布志市発着分)

単位：百台/日

※5百台以上を表示

■現況交通流動
■国道220号及び周辺道路交通量

東九州
自動車道

清武南
～日南

東九州自動車道

志布志～鹿屋串良

H29年度
開通予定

■周辺事業

清武南
～北郷
17.8㎞

北郷
～日南
9.0㎞

26.8㎞

19.2㎞
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５．地域の特色

○油津港は、宮崎県南地域と大都市圏・アジアを結ぶ海の玄関口であり、近年大型客船受入れの
ための整備を行い、観光クルーズ船の寄港が増加している。

○志布志港は、九州で唯一の国際バルク戦略港湾に指定されており、飼料穀物の供給拠点である
とともに、アジアへの原木輸出量が近年増加し、全国1位となっている。

対象地域の状況対象地域の状況

■油津港の概況

現在、台湾、中国、
韓国向けの木材の
輸出拠点として機能

16万トン級の大
型客船まで対応
可能な施設整備
（H27.3完成）

専用ドルフィン(-13m)バース、
公共岸壁(-12m)の背後に、サイ
ロ会社３社と飼料工場６社が立
地し飼料ターミナルとして機能

国土交通省では、資源、エネルギー、食糧等の安定的かつ安価な供給のため、国際バルク戦
略港湾(11港)を平成23年5月に選定

●穀 物：鹿島港、志布志港、名古屋港、水島港、釧路港
●鉄鉱石：木更津港、水島・福山港

●石 炭：徳山下松港・宇部港、小名浜港 資料：国土交通省港湾局

資料：志布志港国際バルク戦略港湾計画書等(H23.1鹿児島県)

■志布志港の概況

＜国際バルク戦略港湾の概要＞

■志布志港の原木輸出量の推移

資料：港湾統計

10万トンクラスの
超大型輸送船接岸
に向け拡張予定

志布志港

油津港

岸壁(-6.6m)102m

岸壁(-7.5m)152m

岸壁(-7.5m)150m
岸壁(-5.5m)194m

岸壁(-5.0m)70m

岸壁(-10.0m)185m

岸壁(-5.0m)70m

岸壁(-7.5m)130m

岸壁(-12.0m)240m

H26.12
東九州自動車道
鹿屋串良JCT～
曽於弥五郎開通

11倍
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５．地域の特色

○対象地域は、第一次産業の就業比率が高く、全国有数の畜産地域であるとともに、日南市では漁
業が盛んである。

○地域の沿岸部は、日南海岸国定公園に指定され、周辺には「鵜戸神宮」など、著名な観光地が広
く点在する。

■主要観光地

■宮崎県内の漁獲量シェア

■部門別就業人口

対象地域の状況

資料：国勢調査(H22)

資料：海面漁業生産統計調査(H25)

対象地域の状況

■対象地域の畜産業の状況

資料：畜産統計(H26) 宮崎県・鹿児島県資料(H27.2)

都井岬(御崎馬)(串間市) 鵜戸神宮(日南市)

※対象地域:日南市・串間市・志布志市

イルカランド(串間市)

鹿児島県

日南市 串間市 志布志市

県内
の順位

３位 １５位 ４位

（ｼｪｱ） （9.5%） （0.8%） （8.5%）

県順位 全国１位

県内
の順位

７位 ９位 ４位

（ｼｪｱ） （4.0%） （3.3%） （5.7%）

県順位 全国２位全国３位

宮崎県

豚
飼養
頭数

肉用牛
飼養
頭数

全国２位

第１次産業：２割超

【国の天然記念物】

提供元:「串間市」 提供元:「串間市観光協会」 提供元:「日南市」

延岡市
54％

日南市
34％

その他
11％

串間市
1％



九州地方整備局

２．一般国道２２０号日南・志布志道路の概要
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・事業名:一般国道220号 日南・志布志道路

・区間：日南区間：宮崎県日南市大字東弁分乙 ～平野

志布志区間：鹿児島県志布志市大字志布志町帖～志布志町志布志

・延長：6.9km ・車線数：2車線 [自動車専用道路] ・計画交通量：約5,300～13,700台/日

・全体事業費：約222億円

10

ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題一般国道２２０号日南・志布志道路の概要

【計画概要】

【事業の経緯等】

・H 25.5～H26.7：計画段階評価 日南～志布志 延長約40㎞
・H 28.1.15：都市計画(決定)告示 日南IC(仮称)～志布志IC(仮称) 延長40.7㎞

標準断面図
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※数字は人口(H22国勢調査)



九州地方整備局

３．一般国道２２０号日南・志布志道路の

11

課題と整備効果



99

103

117

80 100 120

整備後

整備前

現況
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【整備効果】
○観光地間の速達性向上により、周遊観光が増加し、観光経済の活性化が期待される。

〔イルカランド→宮崎神宮の所要時間 現況：117分 ⇒ 整備後：99分〕
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ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題一般国道２２０号日南・志布志道路の課題と整備効果

■主要観光地■観光入り込み客数の推移

１．主要観光地間のアクセス改善
【課 題】
●宮崎県内の東九州自動車道は、大分県境～宮崎市までが平成25年度につながり、県全体の観光客は

増加傾向。
●県南地域には、日南市の鵜戸神宮等の著名な観光地が存在しているが、高速道路空白地域であるた

め、地域の観光入り込み客数は伸び悩んでいる。

資料：宮崎県観光入込客統計調査

油津港

鵜戸神宮(日南市)

宮崎県 串間市 日南市 宮崎市

■イルカランド～宮崎神宮の所要時間

18分短縮
現況：平成28年2月末時点道路網
整備前：現況＋事業中区間整備時
整備後：整備前＋日南・志布志道路整備時

資料：H22道路交通センサス
昼間12時間平均旅行速度

20,065 21,306
23,451

5,208 5,497 5,845

1,650 1,834 1,957
320 306 332

0

6,000
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24,000
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横ばい
(宮崎県南地域)

(千人)

H24年度
東九州自動車道
蒲江～北浦・
須美江～延岡・都農～高鍋・
清武JCT～清武南開通

H26.3
東九州自動車道
北浦～須美江・
日向～都農開通
(大分県境～宮崎市間開通)

H22年度
東九州自動車道
門川～日向・
高鍋～西都開通

( )
( )

( )

( )
( )

( )

( )

( )

( )



3
5

10 10

2.3 3.8

20.2

0

10

20

0

5

10

15

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

乗客数寄港回数（回）

（千人）

国内船

外国船

宮崎市や油津港近郊
に集中する訪問先

【整備効果】
○油津港から周辺観光地への速達性・周遊性向上により、広域に渡る新たな観光周遊ルートが形成され、

観光振興による地域経済の活性化が期待される。〔油津港→照葉大吊橋 現況：99分 ⇒ 整備後：73分〕
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ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題一般国道２２０号日南・志布志道路の課題と整備効果

■クルーズ船の主なバスツアー訪問先

■クルーズ船寄港による高い経済効果

■クルーズ船寄港の状況

※H27年度は一部予定を含む （H28.1現在）
H28年度はH28.7までの予定（H28.1現在）

資料：宮崎県ポートセールス協議会、日南市

・H27年6月～8月に寄港した４回分の外国クルーズ船による消費額 (市
内外での買物、バス、タクシーなどの交通経費、観光施設入場料など)
は、約1億6400万円【約4000万円/回】

(日南市調査)

２．広域観光周遊ルートの形成

【課 題】
●油津港では、アジア最大級を含む大型観光クルーズ船の寄港が増加しているが、移動時間の制約等に

より近郊の日南市や宮崎市に訪問先が集中し、広域の周遊観光に繋がっていない。

寄港した大型旅客船(H27.6 コスタ・ビクトリア
乗客24百名)

資料：Ｈ27年度外国大型クルーズ船５隻（Ｈ27.6～9月）のバスツアー（日南市）

ツアーバス台数
（単位：台）

73

78

99

40 60 80 100 120

整備後

整備前

現況

（分）

■油津港～照葉大吊橋
間の所要時間

資料：H22道路交通センサス
昼間12時間平均旅行速度

90分(※)

※バスツアー片道所要時間目安

現況：平成28年2月末時点道路網
整備前：現況＋事業中区間整備時
整備後：整備前＋日南・志布志道路整備時

大型客船係留施設
整備

資料：時間圏：プローブデータ
H26.4～H27.3 平日12h平均値

※９０分圏
(バスツアー片道
所要時間目安)

うち
外国船

7

うち
外国船

7 26分短縮
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【整備効果】
○市街地を迂回し、道路構造上課題の無い志布志港への輸送ルート形成により、市街地の生活環境改善

及び輸送コストの削減・効率化が図られ、地域経済活動の活性化が期待される。
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ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題一般国道２２０号日南・志布志道路の課題と整備効果

■飼料原料(とうもろこし)輸入量港湾順位

■配合飼料輸送先と宮崎県内畜産農家戸数

資料 配合飼料：志布志市(H26) 農家戸数：世界農林業センサス(2010)
資料：港湾統計

資料：畜産統計(H26)

■食肉生産量

豚
飼養頭数

954万頭

豚

肉用牛
飼養頭数

257万頭

肉用牛

●志布志港への運搬時に利用する国道220号はアップ
ダウンが大きく、燃費が悪くなる。 (団体・企業：宮崎市)

●日南市方面ヘは1日3回の輸送が限度であるため、急
な注文に対応できない事があるが、輸送時間が短縮さ
れれば、対応可能となる。 (団体・企業：日南市)

■地域の声

宮崎県・鹿児島県は畜産業が全国トップクラス

３．物流円滑化による地域産業支援

【課 題】
●国際バルク戦略港湾の志布志港は、全国２位の飼料用とうもろこし輸入港であるが、畜産が盛んな日

南市、串間市等への飼料輸送に不適な勾配・線形箇所があり、走行性に課題があるとともに、輸送車
両の市街地通過が課題。

（国際バルク戦略港湾）

303万トン/年
【アメリカ、アルゼンチン等】

日
南
・
志
布
志
道
路

(茨城県)

(愛知県)

(岡山県)

(愛知県)

(鹿児島県)

飼料用とうもろこし

※ 平成27年5月実測値（平日24時間）

日南市、串間市へは国道220号を利用して輸送
（118台／日※）



161.9

97.3

現況 整備後

九州直轄

国道平均

88.5
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ほく しょう

長崎県北松地域の状況と課題一般国道２２０号日南・志布志道路の課題と整備効果

４．安全性の向上

【整備効果】
○現道の課題箇所を一部回避し、安全で円滑な走行環境を形成する。〔死傷事故率減少〕

【課 題】
●国道220号には、線形不良箇所や屈曲箇所等があり、日南・志布志市街地で交通事故率が高く、死亡事故発

生箇所も存在する。

国道220号の
死傷事故率(件/億台キロ)

資料：交通事故統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（H22～H25）

＜夏井～志布志＞

現況：H22～H25平均
整備後：日南・志布志道路整備時

■国道220号の課題箇所及び死傷事故率

113.6

46.1 

現況 整備後

九州直轄
国道平均

88.5

国道220号の
死傷事故率(件/億台キロ)

資料：交通事故統合ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ（H22～H25）

＜日南～油津＞

現況：H22～H25平均
整備後：日南・志布志道路整備時

至 鹿屋市



九州地方整備局

４．費用便益分析結果

16



費用便益分析結果

17

便 益 Ｂ／Ｃ

走行時間短縮便益 約214億円

合 計

約267億円

1.5＝
267億円

175億円

走行経費減少便益 約 32億円

交通事故減少便益 約 21億円

事 業 費

事業費

改良費 約 75億円

約222億円
(約161億円)

合 計

約275億円
(約175億円)

橋梁・トンネル・IC費 約 77億円

その他工事費 約 44億円

用地補償費 約 26億円

維持管理費
約53億円
(約14億円)

[ ]書き上段：現在価値化後の便益
下段：現在価値化後のコスト

※上段：単純合計(税込)
下段：現在価値化後

※現在価値化後

※東九州自動車道清武JCT～志布志ICを対象とした場合

※

1.2＝
2,854億円

2,383億円



九州地方整備局

５．とりまとめ
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東九州自動車道（日南～志布志）における計画段階評価

１．宮崎県南部・鹿児島県東部地域の課題

３．政策目標

21

③地域産業への支障

○国際バルク戦略港湾志布志港から、配合

飼料等の輸送に国道220号が利用されてい

るが、線形不良箇所等があるため、円滑

な物流ルートになっていない。【図３】

④観光拠点への低いアクセス性

○魅力的な観光資源は存在するが、周遊に時

間を要するため九州内における主な観光ツ

アールートに入っていない。【図４】

②救急医療施設への低いアクセス性

○救急搬送は増加傾向にある中、串間市・志布志市からは直近の第3次救急医療施設まで60

分以上を要する。【図２】

図3 配合飼料の輸送先と宮崎県内の畜産農家戸数 図4 九州地方を周遊する主な観光ツアーの状況

①日南～志布志間の高速ネットワークが未整備

○日南市～志布志市間の高速道路が未整備のため速

達性確保が困難。(東九州自動車道唯一の高速

ネット空白地域)【図５】

②地域の主要幹線である国道220号に課題が存在

○国道220号は津波浸水想定区域を通過。

○国道220号には、屈曲箇所及び線形不良箇所が多

数存在し、死亡事故も発生。 【図６】

図5 都市・地域間移動のサービスレベル
（事業中区間整備時）

①災害時にも機能する信頼性の高いネットワークの確保

②移動の速達性、確実性の向上による生活環境の改善

③移動時間の短縮、走行性の向上による産業の活性化

④観光資源の周遊性を高める広域ネットワークの確保

にち なん し ぶ し

ツアー
ルートなし
ツアー
ルートなし

ツアー件数

観光地

交通拠点

国際バルク
戦略港湾

開通済区間

事業中区間

未事業化区間

宮崎県にも
多くを供給
宮崎県にも
多くを供給

２．原因分析

H18.10 トレーラー横転事故

図6 国道220号の状況

①南海トラフ地震で予想される津波被害

○宮崎県日南市～鹿児島県志布志市では、国道220号を含む沿岸部一体に南海トラフ地震時

の津波浸水想定区域が多数分布。(沿線最大津波高17m：串間市)

○幹線道路の途絶時には、約4,000世帯の孤立が想定される。【図１】

1

1

鹿児島県
宮崎県

図1 津波浸水想定区域 図2 第3次救急医療施設への所要時間

串間市

志布志市

宮大医学部附属病院

県立宮崎病院

鹿児島市立病院
串間市役所

から

約109分

串間市役所
から

約109分

① 至日南

至 宮崎

最大津波高7m
（志布志市）

最大津波高14m
（日南市）

最大津波高17m
（串間市）

志布志市夏井地区他
約300人（約150世帯）

串間市高松地区他
約700人（約300世帯）

日南市油津、南郷地区他
約7,000人（約3,500世帯）

沿岸地域の主な集落

至

鹿
屋
市

至 都城市

至

宮
崎
市

線形不良箇所(Ｒ＜150m)

死亡事故発生箇所(H22-H25)

屈曲箇所

集落

津波浸水想定区域

凡 例

2

国道220号の屈曲箇所2



指　　　標

津波による浸水 ○ ・平面及び高さにより回避 △
・平面及び高さにより回避
　海岸沿いの現道区間は、災害発生時の復旧活動に対し確実な機能を
  果たせない可能性がある。

△ ・高さにより回避

災害時の代替路機能 ○ ・全線別線により代替路として機能 △ ・現道活用区間以外は代替路として機能 × ・代替路として機能しない

移動の速達性、確実性の向上
による生活環境の改善

第３次救急医療施設までの移動時間
（串間市～宮大医学部附属病院）

○
・救急搬送時間　【５７分短縮】
　〔整備前〕１０９分 → 〔整備後〕５２分

○
・救急搬送時間　【５７分短縮】
　〔整備前〕１０９分 → 〔整備後〕５２分

△
・救急搬送時間　【３９分短縮】
　〔整備前〕１０９分 → 〔整備後〕７０分

移動時間の短縮、走行性の向上
による産業の活性化

都市間の連絡速度
（日南市～志布志市）

○  〔整備後〕７８ｋｍ／ｈ △  〔整備後〕７１ｋｍ／ｈ ×  〔整備後〕４７ｋｍ／ｈ

観光資源の周遊性を高める
広域ネットワークの確保

観光周遊における移動時間
（鹿児島中央駅～日南市）

○
・移動時間　【４３分短縮】
　〔整備前〕２時間４０分 → 〔整備後〕１時間５７分

△
・移動時間　【３９分短縮】
　〔整備前〕２時間４０分 → 〔整備後〕２時間１分

×
・移動時間　【８分短縮】
　〔整備前〕２時間４０分 → 〔整備後〕２時間３２分

生活環境 沿道家屋への影響 ○ ・別線整備のため少ない ○
・別線整備のため少ない
　現道活用区間は、沿道土地利用が少ない。

× ・沿道家屋への影響が大きい

自然環境 自然の改変 × ・全線新設のため最も大きい △ ・全線ＢＰ案より少ない ○ ・現道改良のため少ない

沿道からの利用のしやすさ 沿道の土地利用 ×
・自動車専用道路であるため利用できない
　インターチェンジからの利用となり、アクセスに一定の制約を受ける。

△
・現道活用区間については利用できる
　自動車専用道路区間については、インターチェンジからの
　利用となり、アクセスに一定の制約を受ける。

○
・利用できる
　基本的に全ての接続道路からアクセス可能。

早期効果の発現 発現の時期 △ ・一定の期間を要する ○ ・現道の改良を順次行うため全線BP案よりも早期に発現可能 △
・段階的に供用することが可能
　但し、支障となる家屋が最も多いため用地買収等に関わる不確定要素が多い

コスト 整備に要する費用 × 約１，０５０～１，１００億円 △ 約１，０００～１，０５０億円 ○ 約８５０～９００億円

道
路
整
備
に
よ
る
影
響

一般道路(設計速度60km/h）
延長約45km

政
　
策
　
目
　
標

災害時にも機能する信頼性の
高いネットワークの確保

評　　価　　項　　目 案①全線BP案 案②BP+一部現道活用案 案③現道改良案

項　　目
自動車専用道路(設計速度 80km/h）

延長約40km
自動車専用道路(設計速度 80km/h） ＋ 一般道路（設計速度60km/h)

延長約43km

東九州自動車道（日南～志布志）における計画段階評価

４．対策案の検討

対応方針： 案①による対策が妥当
[計画概要]

・路 線 名：東九州自動車道（日南～志布志）

・区 間：宮崎県日南市～鹿児島県志布志市

・概略延長：約４０ｋｍ

・設計速度：８０ｋｍ／ｈ ・概ねのルート：図７のとおり

図7 日南市～志布志市における対策案検討

(参考)当該事業の経緯等

地元調整の状況等

・H25. 5 ：第1回九州地方小委員会；計画段階評価着手

・H25. 6～ 7：第1回意見聴取（地域の課題と政策目標(案)）

・H25.10  ：第2回九州地方小委員会

・H25.11～12：第2回意見聴取（複数案の比較評価）

・H26. 5  ：第3回九州地方小委員会；対応方針(案)決定

計画段階評価後の状況

・H27. 6 ：都市計画原案説明会（日南市、串間市、志布志市）

・H27.10 ：都市計画案告示・縦覧（宮崎県・鹿児島県）

・H27.11 ：都市計画審議会（宮崎県・鹿児島県）

・H28. 1  ：都市計画決定

地域の要望等

・H27. 7 ：宮崎県知事が国土交通省に要望

・H27. 7 ：東九州自動車道建設促進地方大会開催

・H28. 2 ：宮崎県知事、日南市長、串間市長が国土交通大臣に早期事業化要望

・H28. 2 ：鹿児島県副知事、志布志市長が国土交通大臣に早期事業化要望 22

にち なん し ぶ し

※：県としての新たな「津波浸水想定」の設定についてH25.2.19【宮崎県】
鹿児島県地震等災害被害予測調査中間報告(災害想定の概要)H25.3.25【鹿児島県】

～ 凡例 ～



対応方針(案)

○一般国道220号（東九州自動車道）日南・志布志道路の

新規事業化については、妥当である。


